



















































対象児　　　　　相談（観察）の概要 1 2 3 4
A （男, 1年） 授業態度の問題・他児とのトラブル   ○ ○ ○
B （男, 1年） 発達障害・初めてのことにパニックになる ○ ○ ○ ○
C （男, 2年） 授業に集中できない・こだわり、パニックがある ○ ○ ○
D （女, 2年） 発達全般の遅れ・特に学習の遅れ ○ ○ ○











対象児　　　　　相談（観察）の概要 1 2 3 4
A （男, 1年） 授業に集中できない ○
B （男, 2年） 授業に集中できない ○
C （男, 2年） 授業に集中できない・他児とのトラブル ○
D （女, 2年） 場面緘黙 ○
E （男, 5年） 授業に集中できない・学習の遅れ ○
F （男, 4年） 授業に出ない（相談室で過ごしている） ○
G （男, 6年） 授業に出ない（相談室で過ごしている）・他児とのトラブル ○ ○









対象児　　　　　相談（観察）の概要 1 2 3 4
A （男, 1年） 授業に集中できない（立ち歩き）・他児とのトラブル ○
B （男, 1年） 自分の世界に入ってしまう・全体への指示が理解できない ○
C （男, 2年） 授業に集中できない・学習の遅れ ○
D （男, 2年） 学習に意欲なし・学習の遅れ ○
E （男, 2年） 授業に参加しない（立ち歩き）・生活習慣の乱れ ○
F （女, 4年） 学習の遅れ・他児からの嫌がらせ ○
G （男, 5年） 学習の遅れ・言語によるコミュニケーションの問題 ○ ○
H （女, 5年） 学習の遅れ ○








対象児　　　　　相談（観察）の概要 1 2 3 4
A （男, 1年） 授業についていけない・他児とのトラブル ○
B （男, 3年） 授業に集中できない ○
C （男, 3年） 授業に集中できない ○
D （男, 4年） 学習に集中できない・他児とのトラブル ○ ○ ○
E （男, 4年） 他児とのトラブル（特にD児との） ○ ○
F （女, 5年） 他児とのトラブル・発達障害の可能性 ○













対象児　　　　　相談（観察）の概要 1 2 3 4
A （男, 1年） 相手の気持ちがわからない・授業に参加できない ○ ○
B （男, 3年） 反抗的、自分勝手な態度、他児への攻撃・嫌がらせ ○ ○ ○








































































































A Study on the Improvement of Itinerant Consultation
in Inclusive Elementary Schools
SUZUKI Hiromitsu
【abstract】
The purpose of this paper is to investigate the problems of itinerant consultation in inclusive elementary 
schools. Under the present circumstances, we will find it effective for the consultants to give some advice to 
understand children and their parents or how to make some relationship with them. The point is that this advice 
should not be made from the viewpoint of the educationist, but that of an expert in other study fields.
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